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食 育 推 進
コ ナー ー

山秖神社奉祝祭で舞った「岩戸開き」

北上町女川法印神楽保存会の皆さん

川村孫兵衛の名が確認された証文

　

今
年
度
新
た
に
寄
贈
を
受

け
た
資
料
の
一
つ
に
、天
和
２

（
１
６
８
２
）年
12
月
８
日
付
で
仙

台
藩
の
役
人
が
桃
生
郡
寺
崎
町

（
現
在
の
桃
生
町
寺
崎
）の
掃か

も
ん部
左ざ

衛え
も
ん門

か
ら
金
壱
歩
判
六
拾
切（
＝

十
五
両
）を
借
用
し
た
際
の
証
文

が
あ
り
ま
す
。仙
台
藩
の
役
人
た

ち
は
、元
金
に
加
え
て
、月
壱
歩
の

利
息
を
翌
年
７
月
に
返
済
す
る
こ

と
を
条
件
に
掃
部
左
衛
門
か
ら
金

を
借
り
受
け
ま
し
た
。興
味
深
い

の
は
、仙
台
藩
の
役
人
の
中
に「
川

村
孫
兵
衛
」の
名
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
で
す
。

　

こ
こ
に
現
れ
る
川
村
孫
兵
衛

は
、寛
永
年
間（
１
６
２
８
～
44
年
）

に
北
上
川
を
改
修
し
た
川
村
孫
兵

衛
重
吉
で
は
な
く
、重
吉
の
養
子

と
な
っ
て
川
村
家
を
継
い
だ
川
村

孫
兵
衛
元
吉
で
す
。彼
は
仙
台
藩

の
出

し
ゅ
つ
に
ゅ
う
づ
か
さ

入
司（
藩
の
財
政
を
司
る
役

職
）を
勤
め
て
い
ま
し
た
。そ
れ
で

は
な
ぜ
孫
兵
衛
を
は
じ
め
と
す
る

出
入
司
た
ち
は
、掃
部
左
衛
門
か

ら
お
金
を
借
り
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
資
料
が
作
成
さ
れ
た
背
景

に
は
、仙
台
藩
の
財
政
難
が
関
係

す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。そ
も
そ

も
仙
台
藩
は
藩
政
初
期
か
ら
、仙

台
城
や
寺
社
の
造
営
、多
く
の
土

木
事
業
の
推
進
、そ
し
て
江
戸
幕

府
か
ら
の
度
重
な
る
課
役
に
よ
っ

て
、財
政
難
に
陥
っ
て
い
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。こ
の
資
料
が
作
成
さ

れ
た
天
和
２
年
は
、四
代
藩
主
伊

達
綱
村
の
治
世
で
し
た
。綱
村
は

寛
文
倹
約
令
を
発
令
し
た
ほ
か
、

天
和
３
年
末
に
は
領
内
に
限
り
紙

幣
を
発
行
す
る
こ
と
を
許
可
し
、

家
臣
た
ち
に「
手
伝
金
」の
献
上
を

命
じ
る
な
ど
、藩
財
政
の
立
て
直

し
を
図
っ
て
い
る
最
中
で
し
た
。

　
『
石
巻
の
歴
史
』第
九
巻
に
は
、

天
和
２・３
年
に
仙
台
藩
の
奉
行・

出
入
司
が
牡
鹿
郡
狐
浜
や
志
田
郡

古
川
十
日
町
の
富
裕
層
か
ら
借
金

を
し
た
際
の
証
文
が
４
点
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
借
用
証

文
は
、本
資
料
と
同
内
容
の
も
の

で
す
か
ら
、当
時
の
仙
台
藩
で
は

民
間
の
富
裕
層
か
ら
お
金
の
借
り

入
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ

ど
、藩
財
政
が
逼ひ

っ
ぱ
く迫
し
て
い
た
状

況
が
推
察
さ
れ
ま
す
。孫
兵
衛
は

仙
台
藩
の
出
入
司
と
し
て
藩
財
政

の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

生
涯
学
習
課

藩
財
政
立
て
直
し
に
腐
心

104

出
入
司
と
し
て
の
川
村
孫
兵
衛

　
神
が
降
り
る
祭
り
独
特
の
雰

囲
気
は
大
人
か
ら
子
ど
も
へ
、

そ
し
て
地
区
の
未
来
へ
と
受
け

継
が
れ
ま
す
。神
楽
は
そ
の
核

と
し
て
住
民
の
心
の
奥
に
あ
り

ま
す
。

　
神
楽
は
、天
地
創
造
の「
国
産

み
」神
話
が
基
に
あ
る
と
言
わ

れ
ま
す
。今
野
会
長
は「
震
災
後

に
傷
つ
い
た
被
災
地
を
新
し
く

造
り
直
す
と
い
う
途
方
も
な
い

作
業
と
重
な
る
思
い
が
あ
り
ま

す
」と
話
し
ま
す
。

　

舞
に
は
、北
上
地
区
は
も
ち

ろ
ん
全
て
の
被
災
地
の
復
興
へ

の
願
い
も
込
め
ま
す
。震
災
後
、

保
存
会
は
被
災
者
が
移
住
し
た

河
北
地
区
の
二
子
団
地
、近
隣

の
南
三
陸
町
な
ど
で
舞
い
ま
し

た
。さ
ら
に
出
雲
大
社
、明
治
神

宮
、鎌
倉
の
鶴
岡
八
幡
宮
な
ど

に
も
招
か
れ
、交
流
の
輪
を
広

げ
て
き
ま
し
た
。

　

地
区
の
伝
統
を
後
世
へ
。社

を
守
り
、舞
と
真
剣
に
向
き
合

う
日
々
が
続
き
ま
す
。

　
鎮
守
の
森
に
囲
ま
れ
た
女
川

山や
ま
ず
み秖
神
社
は
北
上
川
河
口
付
近

と
登
米
市
津
山
町
と
を
結
ぶ
女

川
地
区
の
山
間
の
県
道
沿
い
に

あ
り
ま
す
。江
戸
時
代
初
期
の

勧
請
と
言
わ
れ
、そ
の
頃
か
ら

奉
納
さ
れ
て
き
た
女
川
法
印
神

楽
は
明
治
時
代
に
至
る
ま
で
に

現
在
の
形
に
な
り
ま
し
た
。

　

毎
年
秋
の
神
社
奉
祝
祭
で

は
、日
本
書
紀
に
あ
る
天
地
創

造
の
物
語
、豊
作
を
祈
る
舞
が

境
内
で
演
じ
ら
れ
、地
区
民
が

鑑
賞
し
ま
す
。

　
舞
台
に
立
つ
の
は
昭
和
42
年

に
発
足
し
た
神
楽
保
存
会
の

メ
ン
バ
ー
。今
野
三
千
雄
会
長

（
75
）以
下
10
人
が
伝
統
の
舞
を

継
承
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
10
月
14
日
、28
番
あ

る
演
目
か
ら
草
木
の
成
長
を
願

う「
初し

ょ

矢や

」や
、天
岩
戸
に
隠
れ

た
天
照
大
神
を
誘
い
出
す「
岩

戸
開
き
」な
ど
11
番
を
舞
い
ま

し
た
。舞
は
日
没
後
も
休
憩
を

挟
ん
で
８
時
間
も
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。そ
こ
に
は
宵
祭
り

ら
し
い
幻
想
的
な
幽
玄
の
世
界

が
湧
出
し
ま
す
。

　
一
方
、舞
と
舞
の
合
間
は
、夜

店
に
集
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
の

歓
声
と
笑
顔
で
に
ぎ
や
か
さ
を

増
し
、し
ば
し
の
間
現
実
の
世

界
へ
戻
り
ま
す
。

舞
が
紡
ぐ
地
域
の
伝
統

実
り
の
秋
に
祈
る
繁
栄

北
上
町
女
川
法
印
神
楽
保
存
会

114

が
ん
の
症
状
緩
和
を

　
平
成
29
年
11
月
か
ら
緩
和

ケ
ア
内
科
の
部
長
を
務
め
て

い
ま
す
。
当
病
院
の
緩
和
ケ

ア
は
、
が
ん
に
伴
う
痛
み
、

そ
の
他
の
苦
痛
な
症
状
の
治

療
や
ケ
ア
を
最
優
先
に
す
る

方
針
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
「
が
ん
は
痛
み
と
の
闘
い
」

と
い
う
の
は
大
き
な
誤
解
で

す
が
、
そ
れ
で
も
痛
み
が
出

る
場
合
が
あ
り
、
さ
ら
に
心

の
つ
ら
さ
な
ど
も
あ
り
ま

す
。
ご
家
族
の
心
痛
に
つ
い

て
も
時
間
を
か
け
て
対
応
し

て
い
ま
す
。

　
大
河
原
町
出
身
で
、
東
北

大
卒
。
東
北
大
学
病
院
で
麻

酔
科
、
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク

に
勤
務
。
昭
和
63
年
か
ら
２

年
間
、
さ
ら
に
平
成
18
年
か

ら
は
石
巻
赤
十
字
病
院
に
赴

任
し
、
震
災
時
の
緊
急
対
応

も
経
験
し
ま
し
た
。

　
石
巻
で
の
通
算
の
医
師
生

活
は
14
年
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
充
実
し
た
緩
和

ケ
ア
病
棟
の
実
現
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

石巻市立病院医師

日
く さ か

下　潔
きよし

 さん 71歳

　住吉幼稚園では、自分たちで育てた野菜や米を使って調理したり、さまざま
な遊びに取り入れたりする活動に取り組んでいます。「カレー作り」「やきいも
会」「もちつき会」といった例年の行事に加え、今年はJA女性部・青年部の皆さ
んの協力で、初めて「いもに会」も行いました。みんなで一緒においしく食べる
喜びや楽しさを存分に味わっています。
　食への興味・関心を高めながら、健康な心と体をはぐくむ望ましい食習慣の
形成を目標に、家庭と協力して食育を進めています。

【住吉幼稚園における食育の取り組み】

健康推進課（内線2428）
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　「第29回いしのまき大漁まつり」が10月21
日、石巻魚市場であり、7万2000人が訪れました。新鮮でおいしい魚介類、水産加
工品の格安販売のほか、水槽内のサケやサバをたも網ですくう「鮮魚すくい取り」、
70㌔のメバチマグロの解体ショーと試食会、抽選で選ばれた人が参加する鮮魚の
模擬競りなど活気にあふれたイベントがあり、食の秋を満喫する一日でした。

　第27回かなんまつりが11
月３日、遊楽館で開かれ、陶
芸や押し花などの作品展示
をはじめ、河南西中学校吹
奏楽部の演奏、伝統の神楽、
歌や舞踊のステージがありま
した。地場野菜や米の消費拡
大、野菜料理の試食、出店も
あり、多くの人でにぎわい
ました。同時開催の「環境フェア2018かなん」では、洗剤の詰め替え
パックなどを原料に作った遊具などが関心を集めました。

　雄勝地区で活動するサーク
ルの成果を発表する「おが
つ文化祭」が10月20日～27
日、雄勝小・中学校を会場に
開催されました。20日は雄
勝小・中学校と合同で文化祭
が行われ、コーラスサークル
などがステージで発表しまし
た。また生け花サークルやお
針子サークルなどの作品をはじめ、雄勝保育所の入所児の作品や雄心苑
書道クラブの習字などが１週間展示されました。

　北上地域まちづくり委員会
の下部組織「自治システム準
備検討会」の第３回協議が
10月17日、にっこり集会所
で開かれ、市が進める「地域
自治システム」を活用したま
ちづくりの方向性を定める住
民アンケートの実施を決めま
した。来年３月までには、住
民報告会を開く予定です。震災後、新たな地域課題が浮上する中、北上
地区ならではの推進策を取りまとめます。

　産業まつりと文化祭を兼ね
た「2018フェスティバル・
イン・かほく」が10月28
日、河北総合センターを主会
場に開かれました。新米や野
菜などが当たるビンゴ大会や
餅つき大会が行われたほか、
長面浦産ムール貝や追波湾産
サケを使った「ちゃんちゃん
焼き」が無料で振る舞われました。文化祭では民謡やコーラスの披露、
書道や写真などが展示され、来場者は楽しいひとときを過ごしました。

　「東北電力クリスマスド
リーム」と題した音楽イベン
トが11月10日、牡鹿中学校で
行われ、旧牡鹿町内の小・中
学校４校の児童生徒が和太鼓
や合唱を披露しました。大漁
はんてんに身を包んだ中学生
の迫力ある和太鼓演奏では、
父母や地域の人たちが盛んな
拍手で熱演をたたえました。このイベントは子どもたちの豊かな心を育
もうと、東北電力が25年前から毎年開催しています。

　市が整備した桃生植立山
公園パークゴルフ場が10月
６日にオープンしました。亀
山紘市長が始球式でティー
ショットをした後、桃生パー
クゴルフ協会のメンバーら
が、芝生の感触を楽しみなが
らプレーをしました。以前の
ゲートボール場６面とマレッ
トゴルフ２コース18ホールを改修。１万8800平方㍍の敷地内に４コー
ス36ホールを備えています。

文化の彩り 環境保護にも関心

活気あふれる鮮魚の模擬競り

小・中学校合同でステージも

住民の意向聴取へアンケート

地元の産業と食、文化楽しむ

小・中学生 和太鼓や合唱を披露

植立山公園にパークゴルフ場

い
し
の
ま
き
大
漁
ま
つ
り

か
な
ん
ま
つ
り

お
が
つ
文
化
祭

自
治
シ
ス
テ
ム
準
備
検
討
会

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
イ
ン
・
か
ほ
く

ク
リ
ス
マ
ス
演
奏
会

36
ホ
ー
ル
オ
ー
プ
ン
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